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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第９期
第２四半期
連結累計期間

第10期
第２四半期
連結累計期間

第９期
第２四半期
連結会計期間

第10期
第２四半期
連結会計期間

第９期

会計期間

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成23年
    １月１日
至  平成23年
    ６月30日

自  平成22年
    ４月１日
至  平成22年
    ６月30日

自  平成23年
    ４月１日
至  平成23年
    ６月30日

自  平成22年
    １月１日
至  平成22年
    12月31日

売上高 (千円) 2,953,8343,862,4771,443,9972,038,1326,361,642

経常利益又は損失(△) (千円) △84,486 183,385△41,932 88,669 △4,525

四半期(当期)純損失
(△)

(千円) △152,147△79,942 △99,541 △38,212△661,047

純資産額 (千円) － － 6,805,0366,171,7966,297,587

総資産額 (千円) － － 8,969,7177,946,9097,848,223

１株当たり純資産額 (円) － － 113,330.98102,745.38105,821.68

１株当たり四半期
(当期)純損失(△)

(円) △2,593.71△1,399.89△1,705.65△669.14△11,376.58

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) － － － － －

自己資本比率 (％) － － 73.1 73.8 77.0

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 331,152 502,679 － － 710,554

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △909,956△438,458 － － △34,961

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △539,288△97,680 － － △1,288,335

現金及び現金同等物の

四半期末(期末)残高
(千円) － － 1,993,3752,466,9002,501,297

従業員数 (名) － － 405 489 451

(注)１  売上高には、消費税等は含まれておりません。

２  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１

株当たり四半期（当期）純損失であるため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間における、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている

事業内容の重要な変更はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 489 (36)

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含みます。）は（  ）内に当第２四半期連結会

計期間の平均人員を外数で記載しております。

　

(2) 提出会社の状況

　 平成23年６月30日現在

従業員数(名) 50 (３)

(注) 従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数（パートタイマーを含みます。）は（  ）内に当第２四半期会計期

間の平均人員を外数で記載しております。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 生産実績

該当事項はありません。

　
(2) 受注実績

該当事項はありません。

　
(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高（千円） 前年同四半期比(％)

オンラインゲーム事業 1,238,496 －

ゲーム開発事業 502,166 －

ＩＴサービス事業 284,282 －

不動産賃貸事業 13,186 －

合計 2,038,132 －

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　
２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間における、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事

項のうち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告

書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更はありません。

  なお、重要事象等は存在しておりません。

　
３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　
４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析・検討内容は、当社グループの連結財務諸表に

基づいて分析した内容です。

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間（平成23年４月１日～平成23年６月30日）におけるわが国経済は、一部で

回復基調の兆しが見られるものの、先の東日本大震災による影響をはじめ、国内外の景気の先行き不透

明感が経済面にも大きな影響を及ぼしており、依然として厳しい状況が続いております。

当社グループが事業を展開している市場環境におきましては、インターネット利用環境の向上、ウェ

ブサービス及び多機能情報端末の普及拡大により、今後も大きな変化と拡大が見込まれるものと思われ

ます。

このような環境のもと、当社グループの当第２四半期連結会計期間の業績につきましては、売上高

2,038,132千円(前年同期比41.1％増)、営業利益119,853千円(前年同期は営業損失37,120千円)、経常利

益88,669千円(前年同期は経常損失41,932千円)、四半期純損失に関しましては、38,212千円(前年同期は

四半期純損失99,541千円)となりました。

売上高につきましては、当社及びAeria Games & Entertainment,Inc.においてオンラインゲームの配

信事業が順調に拡大を続け、またゲーム開発事業の株式会社アクワイアの売上が増加したことから、前

年同期に比べ594,134千円増加し、2,038,132千円となりました。

四半期純損失につきましては、当第２四半期連結会計期間における円高の進行や一部持分法適用関連

会社における持分法による投資損失の計上に加え、当初予定していた収益を見込めなくなった一部タイ

トルの減損損失32,496千円を計上したことによるものであります。

　
セグメントの業績を示すと、次のとおりであります。

なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準
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第17号　平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計

基準適用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　
    （オンラインゲーム事業）

  オンラインゲーム事業につきましては、当社及び連結子会社でありますAeria Games &

Entertainment,Inc.を中心に国内・海外でオンラインゲームの配信を行っており、平成23年５月には

累計登録会員数が2,000万人を突破するなど、順調な成長を続けております。しかしながら、売上高も増

加していますが、円高の進行やコスト削減効果の発現が遅れ損失が出ております。　

　以上の結果、売上高は1,250,478千円、営業損失は11,467千円となりました。

　
    （ゲーム開発事業）

ゲーム開発事業につきましては、株式会社アクワイアが平成23年５月に発売したPSP用ソフト

『AKIBA'S TRIP』の販売が好調に推移し売上高を拡大しております。

　その他の子会社については特筆すべき事項はございません。

　以上の結果、売上高は502,166千円、営業利益は123,705千円となりました。

 

    （ＩＴサービス事業）

ＩＴサービス事業につきましては、インターネットの普及に伴いデータサービス事業を行う株式会

社エアネット並びにネットワークエンジニアの派遣を行う株式会社スリーエスが共に安定した収益を

獲得しております。

　以上の結果、売上高は303,242千円、営業利益は6,021千円となりました。

 

    （不動産賃貸事業）

  不動産賃貸事業につきましては、株式会社アエリアエステートにおいて、安定した売上・営業利益を

計上しております。

  その他の子会社については特筆すべき事項はございません。

  以上の結果、売上高は13,186千円、営業利益は2,213千円となりました。

　

(2) 財政状態の分析

  当第２四半期連結会計期間末における総資産は、7,946,909千円で、前連結会計年度末に比べ98,686

千円増加いたしました。

  流動資産は、前連結会計年度末に比べ124,134千円増加し、3,943,455千円となりました。固定資産は、

前連結会計年度末に比べ25,448千円減少し、4,003,454千円となりました。流動負債は前連結会計年度

末に比べ253,086千円増加し、1,332,854千円となりました。固定負債は、前連結会計年度末に比べ

28,608千円減少し、442,257千円となりました。

  純資産につきましては、配当に伴う資本剰余金の減少等に伴い、125,791千円減少し、6,171,796千円

となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況の分析

  当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、前連結会計

年度末に比べ34,397千円減少し、2,466,900千円となりました。

  当第２四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

　
(営業活動によるキャッシュ・フロー)

  営業活動による資金の増加は210,711千円(前年同期は80,815千円の増加)となりました。これは主に

税金等調整前四半期純利益、減損損失及び減価償却費があったことによるものであります。

　
(投資活動によるキャッシュ・フロー)

  投資活動による資金の減少は178,699千円(前年同期は279,116千円の減少)となりました。これは主

にソフトウェアの取得による支出があったことによるものであります。

　
(財務活動によるキャッシュ・フロー)

  財務活動による資金の増加は33,777千円(前年同期は139,675千円の減少)となりました。これは主に

短期借入金の増加があったことによるものであります。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

  当第２四半期連結会計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに

生じた課題はありません。

　
(5) 研究開発活動

       当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は12,246千円であります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

  

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、前四半期連結会計期間末において計画中であった重要な設備の

新設、除却等について、重要な変更はありません。

  また、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、改修、除却、売却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 113,400

計 113,400

　

② 【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成23年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成23年８月15日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 67,902 67,902
大阪証券取引所　　ＪＡ
ＳＤＡＱ　　（スタン

ダード）
（注）１、２

計 67,902 67,902 ― ―

（注）１　単元株制度を採用していないため、単元株式数はありません。

２　提出日現在発行数には、平成23年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は、含まれておりません。
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(2) 【新株予約権等の状況】
平成13年改正旧商法第280条ノ20及び平成13年改正旧商法第280条ノ21の規定に基づく新株予約権
①平成15年12月３日臨時株主総会特別決議

　
第２四半期会計期間末現在
(平成23年６月30日)

新株予約権の数（個） 15 （注）５

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 90（注）５

新株予約権の行使時の払込金額（円） 7,000

新株予約権の行使期間 平成18年１月１日より平成23年12月31日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の
株式の発行価格及び資本組入額（円）

発行価格            7,000
資本組入額 発行価格の１／２

新株予約権の行使の条件 （注）３

新株予約権の譲渡に関する事項
新株予約権の譲渡および質入等の処分を行うことがで
きない。

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

－

（注）１．当社が株式分割又は株式併合を行う場合には、新株予約権の目的となる株式の数は、次の算式により調整す

るものとし、調整の結果１株未満の端数が生じた場合は、これを切り捨てるものとする。ただし、本項による

調整は、当該株式分割または株式併合の時点で対象者が新株予約権を行使していない目的たる株式の数にお

いてのみ行われるものとする。

　　調整後付与株式数＝調整前付与株式数×分割・併合の比率

２．当社が株式分割又は時価を下回る価額で新株を発行する場合には、次の算式により発行価額を調整し、調整に

より生じる結果１円未満の端数はこれを切り上げるものとする。

　

　
既発行株式数＋

新規発行株式数×１株当たり払込金額

調整後発行価額＝調整前発行価額×
１株当たり時価

既発行株式数＋新規発行株式数

　

３．新株予約権の行使の条件

(1) 権利行使に係る新株予約権の払込金額が、年間1,200万円を超えないこと。

(2) 権利行使により取得した株式が、証券会社の株式保護預口座に預託されること。

(3) 新株予約権の割当てを受けた者は、権利行使時においても、当社または当社子会社の取締役もしくは従業員

の地位にあることを要す。ただし、任期満了による退任、定年退職その他正当な理由があると当社が認める

ときはこの限りではない。

(4) 新株予約権者の相続人による新株予約権の行使は認めない。

４．新株予約権の消却について

(1) 当社が消滅会社となる合併または当社が完全子会社となる株式交換もしくは株式移転が行われるときは、

新株予約権を無償で消却することができる。

(2) 新株予約権の付与を受けた者が当社または当社子会社を退職した場合には、取締役会の決議をもって、当該

新株予約権者の有する新株予約権の全部を無償で消却するものとする。

５．退職等により権利を喪失した従業員の新株予約権の個数は除外しております。
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②平成20年４月23日取締役会決議

　
第２四半期会計期間末現在
(平成23年６月30日)

新株予約権の数（個） 663

新株予約権のうち自己新株予約権の数 －

新株予約権の目的となる株式の種類 普通株式

新株予約権の目的となる株式の数（株） 5,967

新株予約権の行使時の払込金額（円） 210,084

新株予約権の行使期間 平成20年５月15日より平成24年１月22日まで

新株予約権の行使により株式を発行する場合の株式の発
行価格及び資本組入額（円）

発行価額  210,084
資本組入額    発行価格の1/2

新株予約権の行使の条件 （注）２

新株予約権の譲渡に関する事項
譲渡による本新株予約権の取得については、当社取締役
会の決議による承認を要するものとする

代用払込みに関する事項 －

組織再編成行為に伴う新株予約権の交付に
関する事項

－

（注）１．当社は、本新株予約権の発行後、各事由により当社普通株式数に変更を生じる場合または変更を生じる可能

性がある場合は、次に定める算式（以下「行使価額調整式」という。）をもって行使価額を調整する。

　 　 　 　 　
既発行株式数 ＋

交付株式数 × １株当たり払込金額

　
調整後発行価額 ＝ 調整前発行価額 ×

時価

　 既発行株式数 ＋ 交付株式数

２．新株予約権の行使の条件

各本新株予約権の一部行使はできないものとする。
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(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式総
数残高(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金増
減額(千円)

資本準備金残
高(千円)

平成23年４月１日～平
成23年６月30日

－ 67,902 － 236,457 － 446,670

　

(6) 【大株主の状況】

　 　 平成23年６月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

長嶋  貴之 東京都千代田区 16,188 23.84

小林  祐介 東京都千代田区 12,423 18.30

株式会社アエリア 東京都港区赤坂五丁目２-20 10,796 15.90

タスカンキャピタルエルエルシー
910 FOULK ROAD,SUITE 201,
WILMINGTON DE 19803 U.S.A.

3,126 4.60

須田  仁之 東京都江東区 1,014 1.49

小林  喜代美 東京都千代田区 904 1.33

株式会社日本ブレーンセンター 東京都渋谷区千駄ヶ谷一丁目25-９ 736 1.08

株式会社SBI証券 東京都港区六本木一丁目６-１ 732 1.08

アエリアグループ役員持株会 東京都港区赤坂五丁目２-20 708 1.04

山崎　詩子 千葉県流山市 516 0.76

計 ― 47,143 69.43
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成23年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

  無議決権株式 － － －

  議決権制限株式（自己株式等） － － －

  議決権制限株式（その他） － － －

  完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）
普通株式 10,796

－ －

  完全議決権株式（その他） 普通株式 57,106 57,106 －

  単元未満株式 － － －

  発行済総株式数 普通株式 67,902 － －

  総株主の議決権 － 57,106 －

　

② 【自己株式等】

平成23年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義

所有株式数(株)

他人名義

所有株式数(株)

所有株式数の合計

（株）

発行済株式総数に

対する所有株式数

の割合（％）

（自己保有株式）

株式会社アエリア

東京都港区赤坂

五丁目２-20
10,796 － 10,796 15.9

計 － 10,796 － 10,796 15.9

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成23年
１月

平成23年
２月

平成23年
３月

平成23年
４月

平成23年
５月

平成23年
６月

最高(円) 100,000138,900116,90087,500100,00084,900

最低(円) 76,00087,60059,00080,00077,00077,000

(注) 最高・最低株価は、大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ（スタンダード）におけるものであります。

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び前第２四半期連結

累計期間(平成22年１月１日から平成22年６月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第２四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間

(平成23年１月１日から平成23年６月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成22年４月１

日から平成22年６月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年６月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成23年４月１日から平成23年６月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23年６月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,497,459 2,544,556

受取手形及び売掛金 611,084 510,330

商品 2,328 1,422

仕掛品 46,534 42,687

1年内回収予定の長期貸付金 2,505 2,080

繰延税金資産 2,540 875

その他 787,244 722,319

貸倒引当金 △6,242 △4,950

流動資産合計 3,943,455 3,819,320

固定資産

有形固定資産 ※１
 1,041,189

※１
 1,046,284

無形固定資産 711,090 738,976

投資その他の資産

投資有価証券 265,818 203,525

関係会社株式 529,839 609,921

長期貸付金 1,422,544 1,415,099

繰延税金資産 5,062 4,661

その他 234,624 218,089

貸倒引当金 △206,716 △207,655

投資その他の資産合計 2,251,173 2,243,641

固定資産合計 4,003,454 4,028,902

資産合計 7,946,909 7,848,223

負債の部

流動負債

買掛金 194,000 129,204

短期借入金 60,000 －

1年内返済予定の長期借入金 109,452 111,628

1年内償還予定の社債 14,300 14,300

未払費用 306,021 231,153

未払法人税等 82,524 17,725

賞与引当金 7,651 6,653

その他 558,905 569,102

流動負債合計 1,332,854 1,079,768
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(単位：千円)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年12月31日)

固定負債

社債 21,400 28,550

長期借入金 228,124 251,985

繰延税金負債 62,603 42,173

退職給付引当金 10,883 9,189

負ののれん 70,020 88,060

その他 49,226 50,908

固定負債合計 442,257 470,866

負債合計 1,775,112 1,550,635

純資産の部

株主資本

資本金 236,457 236,457

資本剰余金 6,598,021 6,723,654

利益剰余金 36,503 116,445

自己株式 △1,035,442 △1,035,442

株主資本合計 5,835,539 6,041,114

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 98,386 68,403

為替換算調整勘定 △66,547 △66,465

評価・換算差額等合計 31,838 1,938

新株予約権 75,100 75,100

少数株主持分 229,317 179,434

純資産合計 6,171,796 6,297,587

負債純資産合計 7,946,909 7,848,223
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 2,953,834 3,862,477

売上原価 1,754,972 2,355,887

売上総利益 1,198,861 1,506,589

販売費及び一般管理費 ※１
 1,288,473

※１
 1,301,650

営業利益又は営業損失（△） △89,611 204,939

営業外収益

受取利息 35,215 10,352

受取配当金 799 798

持分法による投資利益 28,186 －

為替差益 － 3,496

負ののれん償却額 18,040 18,040

その他 27,450 35,343

営業外収益合計 109,691 68,031

営業外費用

支払利息 18,791 4,528

持分法による投資損失 － 83,344

為替差損 78,381 －

その他 7,393 1,713

営業外費用合計 104,566 89,585

経常利益又は経常損失（△） △84,486 183,385

特別利益

固定資産売却益 121 －

投資有価証券売却益 9,317 －

関係会社株式売却益 2,214 －

役員賞与引当金戻入額 870 －

持分変動利益 － 2,189

その他 440 －

特別利益合計 12,965 2,189

特別損失

固定資産除却損 48,671 1,129

投資有価証券評価損 25,370 744

減損損失 51,980 139,152

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,207

特別損失合計 126,022 147,234

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△197,543 38,339

法人税、住民税及び事業税 6,662 70,217

法人税等調整額 933 △2,196

法人税等合計 7,595 68,021

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △29,681

少数株主利益又は少数株主損失（△） △52,990 50,260

四半期純損失（△） △152,147 △79,942
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【第２四半期連結会計期間】
(単位：千円)

前第２四半期連結会計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年６月30日)

売上高 1,443,997 2,038,132

売上原価 856,481 1,322,313

売上総利益 587,516 715,818

販売費及び一般管理費 ※１
 624,636

※１
 595,965

営業利益又は営業損失（△） △37,120 119,853

営業外収益

受取利息 16,677 5,150

受取配当金 799 798

負ののれん償却額 9,020 9,020

持分法による投資利益 56,345 －

その他 9,216 11,300

営業外収益合計 92,059 26,270

営業外費用

支払利息 10,211 1,491

為替差損 80,938 50,133

持分法による投資損失 － 4,245

その他 5,721 1,584

営業外費用合計 96,871 57,453

経常利益又は経常損失（△） △41,932 88,669

特別利益

賞与引当金戻入額 870 －

その他 176 －

特別利益合計 1,046 －

特別損失

固定資産除却損 46,206 －

投資有価証券評価損 3,103 744

減損損失 29,245 32,496

持分変動損失 － 537

その他 － 20

特別損失合計 78,555 33,798

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△119,441 54,870

法人税、住民税及び事業税 1,802 50,083

法人税等調整額 3,708 63

法人税等合計 5,510 50,147

少数株主損益調整前四半期純利益 － 4,723

少数株主利益又は少数株主損失（△） △25,410 42,935

四半期純損失（△） △99,541 △38,212
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△197,543 38,339

減価償却費 132,042 214,799

減損損失 51,980 139,152

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 6,207

長期前払費用償却額 18,601 22,911

のれん償却額 △524 △16,092

持分法による投資損益（△は益） △28,186 83,344

貸倒引当金の増減額（△は減少） △24,961 352

受取利息及び受取配当金 △36,014 △11,151

支払利息 18,791 4,528

持分変動損益（△は益） － △2,189

為替差損益（△は益） 29,191 △1,670

固定資産売却損益（△は益） △121 －

固定資産除却損 48,671 1,129

投資有価証券売却損益（△は益） △9,317 －

投資有価証券評価損益（△は益） 25,370 744

関係会社株式売却損益（△は益） △2,214 －

売上債権の増減額（△は増加） 147,671 △100,753

たな卸資産の増減額（△は増加） △10,049 △4,752

仕入債務の増減額（△は減少） 48,574 64,795

その他 111,920 56,251

小計 323,880 495,947

利息及び配当金の受取額 2,429 8,471

利息の支払額 △18,868 △4,528

法人税等の還付額 37,824 15,412

法人税等の支払額 △14,114 △12,624

営業活動によるキャッシュ・フロー 331,152 502,679
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(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成22年１月１日
　至 平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成23年１月１日
　至 平成23年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △14,300 △10,000

定期預金の払戻による収入 － 1,200

有形固定資産の取得による支出 △51,598 △48,560

有形固定資産の売却による収入 197 －

無形固定資産の取得による支出 △393,104 △301,166

投資有価証券の売却による収入 9,999 －

関係会社株式の取得による支出 △27,181 △8,043

関係会社株式の売却による収入 6,000 －

長期前払費用の取得による支出 △24,060 △65,689

貸付けによる支出 △671,500 △9,000

貸付金の回収による収入 255,590 2,800

投資活動によるキャッシュ・フロー △909,956 △438,458

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） － 60,000

長期借入れによる収入 50,000 80,000

長期借入金の返済による支出 △229,571 △106,037

社債償還による支出 △109,000 △7,150

自己株式の取得による支出 △120,756 －

配当金の支払額 △129,960 △125,633

少数株主からの払込みによる収入 － 1,140

財務活動によるキャッシュ・フロー △539,288 △97,680

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,045 △938

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,131,138 △34,397

現金及び現金同等物の期首残高 7,196,614 2,501,297

連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 △4,072,101 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 1,993,375

※１
 2,466,900
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【継続企業の前提に関する事項】

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１  連結の範囲の変更

　　該当事項はありません。

 

２  持分法適用の範囲の変更

該当事項はありません。

 

３  連結子会社の事業年度等に関する事項の変更

該当事項はありません。

 
４  会計処理の原則及び手続の変更

　　（１）「資産除去債務に関する会計基準」等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年

３月31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成

20年３月31日）を適用しております。

これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益がそれぞれ3,889千円減少し、税金等

調整前四半期純利益が10,097千円減少しております。

　　（２）「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用

第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10

日公表分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平

成20年３月10日）を適用しております。　　

これによる当第２四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

　

【表示方法の変更】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目を表示しております。

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。

　

【簡便な会計処理】

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

１  固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している固定資産の減価償却費の算定方法については、連結会計年度に係る減価償却費の額を

期間按分して算定する方法によっております。

２  連結会社相互間の債権債務及び取引の相殺消去

連結会社相互間の債権の額と債務の額に差異が見られる場合には、合理的な範囲内で当該調整を行わないで

債権と債務を相殺消去しております。取引金額に差異がある場合で当該差異の重要性が乏しいときには、親会社

の金額に合わせる方法により相殺消去しております。
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【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成23年６月30日)

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

 

※１  有形固定資産の減価償却累計額    446,315千円
 

 
※１  有形固定資産の減価償却累計額    393,064千円
 

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
  至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年６月30日)

※１  販売費および一般管理費の主なもの

給与手当 264,130千円

広告宣伝費 291,640千円

賞与引当金繰入額 398千円

貸倒引当金繰入額 5,797千円

※１  販売費および一般管理費の主なもの

給与手当 349,446千円

広告宣伝費 381,146千円

賞与引当金繰入額 1,325千円

貸倒引当金繰入額 1,475千円

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

※１  販売費および一般管理費の主なもの

給与手当 142,932千円

広告宣伝費 133,207千円

貸倒引当金繰入額 739千円

※１  販売費および一般管理費の主なもの

給与手当 175,488千円

広告宣伝費 235,096千円

貸倒引当金繰入額 1,760千円

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日
  至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年６月30日)

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,051,392千円

預入期間が３か月超の定期預金 △58,017千円

現金及び現金同等物 1,993,375千円

※１ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金 2,497,459千円

預入期間が３か月超の定期預金 △30,558千円

現金及び現金同等物 2,466,900千円
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(株主資本等関係)

  当第２四半期連結会計期間末(平成23年６月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１

日  至  平成23年６月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 67,902

　
　
２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,796

　
　
３  新株予約権等に関する事項

会社名 目的となる株式の種類 目的となる株式の数(株)
当第２四半期

連結会計期間末残高
(千円)

提出会社 － － 75,100

合計 － 75,100

　

４  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年３月30日
株主総会

普通株式 125,633 2,200平成22年12月31日 平成23年３月31日
その他
資本剰余金

　

  (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　
エンター

テイメント事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,313,115 130,8821,443,997 ― 1,443,997

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

900 4,390 5,290 (5,290) ―

計 1,314,015 135,2721,449,288(5,290)1,443,997

営業利益又は営業損失(△) 24,354 18,482 42,837 (79,957)△37,120

(注)  １  事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  事業区分の各区分に属する主要なサービスの名称

エンターテイメント事業・・・オンラインゲームを中心とするコンテンツ配信事業、ゲームソフト開発事業、

システム開発事業、データセンター事業

その他事業・・・人材派遣事業、不動産投資・賃貸事業

３  事業区分の名称については、「エンターテイメント／ソリューション事業」は「エンターテイメント事業」

に、「ファイナンス事業」は「その他事業」に、それぞれ変更しております。

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日)

　
 エンター

テイメント事業
(千円)

その他事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,686,518 267,3162,953,834 － 2,953,834

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

1,800 8,796 10,596 (10,596) ―

計 2,688,318 276,1122,964,430(10,596)2,953,834

営業利益又は営業損失(△) 5,462 32,589 38,051(127,663)△89,611

(注)  １  事業区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  事業区分の各区分に属する主要なサービスの名称

エンターテイメント事業・・・オンラインゲームを中心とするコンテンツ配信事業、ゲームソフト開発事業、

システム開発事業、データセンター事業

その他事業・・・人材派遣事業、不動産投資・賃貸事業

３  事業区分の名称については、「エンターテイメント／ソリューション事業」は「エンターテイメント事業」

に、「ファイナンス事業」は「その他事業」に、それぞれ変更しております。
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  【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

 
日本
(千円)

北米
(千円)

欧州
（千円）

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

776,850510,948156,1981,443,997 － 1,443,997

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

－ 158,498 － 158,498(158,498) －

計 776,850669,447156,1981,602,496(158,498)1,443,997

営業利益又は営業損失(△) △12,024109,695△134,791△37,120 － △37,120

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米・・・アメリカ合衆国、カナダ

欧州・・・ドイツ、その他

３  欧州については、全セグメントの売上高の10％以上となったため、区別して記載しております。
　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年6月30日)

 
日本
(千円)

北米
(千円)

欧州
（千円）

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,564,2991,088,860300,6742,953,834 － 2,953,834

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

－ 305,245 － 305,245(305,245) －

計 1,564,2991,394,105300,6743,259,079(305,245)2,953,834

営業利益又は営業損失(△) △76,409256,153△269,355△89,611 － △89,611

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米・・・アメリカ合衆国、カナダ

欧州・・・ドイツ、その他

　　　３  欧州については、全セグメントの売上高の10％以上となったため、区別して記載しております。
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【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年６月30日)

　 北米 欧州 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 510,948 156,198 667,146

Ⅱ  連結売上高(千円) － － 1,443,997

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

35.4 10.8 46.2

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米・・・アメリカ合衆国、カナダ

欧州・・・ドイツ、その他

　　　３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　　　４  欧州については、連結売上高の10％以上となったため、区別して記載しております。
　

前第２四半期連結累計期間(自  平成22年１月１日  至  平成22年６月30日)

　 北米 欧州 計

Ⅰ  海外売上高(千円) 1,088,860300,6741,389,535

Ⅱ  連結売上高(千円) － － 2,953,834

Ⅲ  連結売上高に占める
    海外売上高の割合(％)

36.9 10.2 47.0

(注)  １  国又は地域の区分は、地理的近接度によっております。

　　　２  本邦以外の区分に属する主な国又は地域

北米・・・アメリカ合衆国、カナダ

欧州・・・ドイツ、その他

　　　３  海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。

　　　４  欧州については、連結売上高の10％以上となったため、区別して記載しております。
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　【セグメント情報】

　１　報告セグメントの概要

　当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであり

ます。

　当社は、商品・サービス別に子会社があり、当社及び各子会社は、サービスの向上と売上及び利益の拡

大を目指し、国内外で事業活動を展開しております。

　したがって当社は、当社及び各子会社を基礎とした商品・サービス別のセグメントから構成されてお

り、「オンラインゲーム事業」「ゲーム開発事業」「ＩＴサービス事業」「不動産賃貸事業」の４つ

を報告セグメントとしております。

　なお、各セグメントに属する商品及びサービスの内容は以下のとおりであります。

報告セグメント 属する商品及びサービスの内容

オンラインゲーム事業 オンラインゲームの配信・運営等

ゲーム開発事業
コンシューマゲームの企画・開発・販売等
ＣＧの制作等

ＩＴサービス事業
データサービス事業、ＳＩサービス等
ネットワークエンジニアの派遣等

不動産賃貸事業 不動産の賃貸等

　
　２　報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成23年１月１日  至  平成23年６月30日)

　 報告セグメント
合計
(千円)

調整額
(千円)　
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)　
(注)２

　
 オンライン
ゲーム
(千円)

ゲーム開発
(千円)

ＩＴサービス
(千円)

不動産賃貸
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

2,456,473811,562565,48428,9563,862,477－ 3,862,477

  (2) セグメント間の内部売
上高又は振替高

14,007 101 46,954 － 61,062△61,062 －

計 2,470,481811,663612,43828,9563,923,538△61,0623,862,477

セグメント利益 8,781153,67334,48211,180208,117△3,178204,939

(注)  １　セグメント利益の「調整額」は、各報告セグメントに配賦していない全社費用の金額であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
　

当第２四半期連結会計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年６月30日)

　 報告セグメント
合計
(千円)

調整額
(千円)　
(注)１

四半期連結
損益計算書
計上額
(千円)　
(注)２

　
 オンライン
ゲーム
(千円)

ゲーム開発
(千円)

ＩＴサービス
(千円)

不動産賃貸
(千円)

売上高 　 　 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,238,496502,166284,28213,1862,038,132－ 2,038,132

  (2) セグメント間の内部売
上高又は振替高

11,982 － 18,960 － 30,942△30,942 －

計 1,250,478502,166303,24213,1862,069,074△30,9422,038,132

セグメント利益又は損失
（△）

△11,467123,7056,021 2,213120,473△620 119,853

(注)  １　セグメント利益の「調整額」は、各報告セグメントに配賦していない全社費用の金額であります。全社費用

は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

 ２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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　３　報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　　当第２四半期連結会計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年６月30日）

（固定資産に係る重要な減損損失）

　「オンラインゲーム事業」セグメントにおいて、想定していた収益が見込めないため、一部のソフト

ウェアについて、その帳簿価額を全額減損損失として特別損失に計上しております。

　なお、当第２四半期連結会計期間における当該減損損失の計上額は、32,496千円であります。

　
（のれんの金額の重要な変動）

　該当事項はありません。

　
（重要な負ののれん発生益）

　該当事項はありません。

　
（追加情報）

　第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　

平成21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適

用指針第20号　平成20年３月21日）を適用しております。

　

(金融商品関係)

該当事項はありません。

　

(有価証券関係)

該当事項はありません。

　
(デリバティブ取引関係)

該当事項はありません。

　

(ストック・オプション等関係)

該当事項はありません。

　
(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(資産除去債務関係)

該当事項はありません。

　

(賃貸等不動産関係)

該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産

当第２四半期連結会計期間末
（平成23年６月30日）

前連結会計年度末
(平成22年12月31日)

　 　

　 102,745円38銭
　

　 　

　 105,821円68銭
　

　

２  １株当たり四半期純損失金額等

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日 
  至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純損失 2,593円71銭

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純
損失であるため記載しておりません。
　

１株当たり四半期純損失 1,399円89銭

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純
損失であるため記載しておりません。
　

(注)  １株当たり四半期純損失の算定上の基礎は以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成22年１月１日   至
  平成22年６月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成23年１月１日
  至  平成23年６月30日)

四半期純損失(千円) 152,147 79,942

普通株式に係る四半期純損失(千円) 152,147 79,942

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 58,660 57,106
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第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

１株当たり四半期純損失 1,705円65銭

　 　

なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につ
いては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純
損失であるため記載しておりません。
　

　

１株当たり四半期純損失 669円14銭

 
なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額に
ついては、潜在株式は存在するものの１株当たり四半
期純損失であるため記載しておりません。

　

(注)  １株当たり四半期純損失金額の算定上の基礎
　

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年６月30日)

四半期純損失(千円) 99,541 38,212

普通株式に係る四半期純損失(千円) 99,541 38,212

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(株) 58,360 57,106

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

  該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成22年８月13日

株式会社アエリア

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原    科    博    文    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水  　野    友    裕    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アエリアの平成22年１月１日から平成22年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成22年４月１日から平成22年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成22年１月１日から平成22年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アエリア及び連結子会社の平成22年

６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成23年８月15日

株式会社アエリア

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    原    科    博    文    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    水    野    友    裕    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社アエリアの平成23年１月１日から平成23年12月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間(平

成23年４月１日から平成23年６月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成23年１月１日から平成23年６

月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アエリア及び連結子会社の平成23年

６月30日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期間の経

営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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